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こ
の
度
、
御
鎮
座
八
百
年
奉
祝
記
念
事
業
と
し
て
進
め
て
参
り
ま
し
た
第
一

期
工
事
「
平
成
の
御
社
殿
・
御
神
門
」
の
建
築
は
、
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
目
出

度
く
竣
功
し
、
平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
日
に
本
殿
遷
座
祭
（
大
神
様
が
仮
殿

よ
り
新
社
殿
に
お
鎮
ま
り
い
た
だ
く
尊
い
神
事
）
を
無
事
斎
行
出
来
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
偏
に
氏
子
崇
敬
者
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
、
亀
ヶ
池
八
幡
大
神
の
御
神
恩
に
お
応
え
す
る
べ
く
、
一
層
神
域
の

尊
厳
護
持
に
努
め
た
く
存
じ
、
第
二
期
工
事
と
し
て
境
内
整
備
事
業
（
御
神
苑

造
成
）
に
着
手
致
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
本
事
業
が
滞
り
な
く
見
事
完
遂
致
し
ま
す
よ
う
趣
旨
を
深

く
ご
理
解
下
さ
い
ま
し
て
、
日
頃
御
信
仰
篤
い
皆
様
方
に
格
別
な
る
お
力
添
え

を
賜
り
、
御
奉
賛
・
御
寄
進
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

御
奉
賛
ご
協
力
頂
け
る
方
は
、
当
八
幡
宮
社
務
所
へ
お
越
し
下
さ
い
ま
す
よ

う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

■
奉　

賛　

金
（
御　

寄　

進
）

・
個
人
（
一
口
）
五
千
円

・
法
人
（
一
口
）
一
万
円

一
口
以
上
の
御
奉
賛
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

尚
、
奉
賛
金
を
御
奉
納
さ
れ
た
方
は
境
内
に

御
芳
名
を
掲
出
し
顕
彰
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

※
御
神
苑
竣
功
予
定　

平
成
二
十
七
年
五
月


